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　Apuri 丘cation 　effect 　for　pollutcd 　water 　by　a　difference　of 　an 　immobilization　suppGrts 　was 　studied

using 　a 　microbial 　membrane 　bioreactor　system ．　This　system 　consisted 　of 　two 　types 　of　bioreactors　to
imIIlobilize　anaerobic 　and 　aeroblc 　microorganism ．　The 　river 　water 　of　high　degree　of　pollution　was 　ex−

amined 　by　this　system ．　In　this　study ，　a　porous　sintered 　material 　was 　used 　for　an　anaerobic 　reactor ．　For
water 　purification，　two 　types　of　urethane （AQ −3，　AQ ・4）and 　a　porous 　sinstered 　material 　were 　examined

for　adequacy 　as　aD　immobilization　support 　for　aerobic 　reactors ．　By 　exchanging 　one 　type 　of 　support 　by
another 　type ，　a　puri丘cation 　effect 　was 　examined 　in　terms 　of 　BOD ，　COD ，　TP （total　phosphorus｝and 　TN
｛total　 nitrogen ）．　The 　puri丘cation 　effect　of　the　porous　sinしered 　material 　and 　that　of　AQ −30r 　expensive

urethanc 　of　high　vesicularity 　were 　InQre 　or 　less　on 　the　same 　level　while 　the　purification　effect 　of　AQ ・4
0r 　urethane 　of 　low　vesicularity　was 　on 　a　leve貝 ower 　than　the　other 　two 　supports ，　In　terms 　of 　mainte −

nance 　of　the　system ，　AQ −3　was 　considered 　the　best　as 　an 　immobilization　support ．　The 　purification　ef丘一

ciency 　of　AQ −3　in　 optimal 　operating 　conditions 　was 　BOD 　92％，　COD 　64％，　TP 　38％，　and 　TN 　34％．　In
conclusion ，　when 　installed　in　the　home 　drainpipe，　this　system 　would 　be　quite　effective 　for　purifying 　dひ

mestic 　 wasted 　 water ．

　　　　　　　　　　　　 （Received　October　13，2006；Accepted　in　revised 　form　March　3，2007）
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legical　polluted 　water 　purification　生物処理用ウ レ タ ン．

　 1．緒　　言

　人類 は 豊かで 便利な生活を追求し て きた代償 と して

さまざまな環境問題 を引き起こ した，⊥ 場 ・事業場排

水，家庭排水 の 河川 や 湖沼，海域 へ の 流人 に よ る水質

汚染 はそ の
一

つ である，工 場
・事業場 か ら公共用水域

へ 排出さ れ る排水 の 規制 に つ い て は，水 質汚濁防止法

（水濁法）・
湖沼水 質保全特別措 置法 （湖沼法）・ダイ

オ キ シ ン 類対策特別措置法 〔ダイオキ シ ン 法）とい っ

た 法律 に 加 えて ，各自治体 に よ る排水 の 規制 や 指導が

あ っ て 水質は改善され て い る，しか し．家庭か ら出る
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生活雑排水に は法的規制が な く，水濁法で は国民に対

して 「何人 も，公共用水域 の 水質に保全 を図る ため，

調理 くず，廃食用油等 の 処理 ， 洗剤 の 使用等を適正 に

行うように心 がけ，また，排水処理設備 の 整備に努め

な けれ ばな らな い 」（法第 14条要 旨）
i ） と求 め て い る

だ けで ある，私 た ち は洗濯 ，台所，入浴等 の 日常生活

か ら出す生活雑排水中 の BOD 負荷量 は 1 日 1人当た

り平均約 30g と言 わ れ て お り， 毎 日の 目常 生 活の 中

で さほ ど意識 なく環境 を汚 染 して い る，家庭か らの 生

活排水処理 は 下水道処理施設，合併浄化槽 等，無処理

放流 に 3分類 され る ，平成 16年に お ける 日本の 下 水

道普及 率 は全国 で 平均約 68％ と普及率は年 々 高 くは

な っ て い る が
2 丿

，未だ 下水道処理 の 整備 さ れ て い な い

地域があ り，生活雑排水がそ の まま河川 に垂れ流 され

る無処理放流 に より，悪臭，汚泥 の 堆積 な ど で 周辺住

民 に 被害を 与 え．問題 とな っ て い る．

　著者ら は化学薬品を使わず，微生物の力を利用 し，

取 り扱い が簡単で ，しか もエ ネ ル ギ ー
の 消費を最小 限

に抑えた省資源型 の 汚濁水浄化シ ス テ ム の検討を続け

て い る．そ の 浄化 シ ス テ ム は ，水中や川底に存在する

微生物 が 汚濁有機物 を分解，除去する浄化作用 を利用

した嫌気性微生物と好気性微 生物 を担体 に固定化 して

汚濁河川水 を浄化する微牛物膜バ イオリアク ターで あ

る．本 リア ク ターシ ス テ ム を家庭 か らの 排水が集 まる

排水 マ ス に設置すれ ば生活雑排水の 浄化に も利用 で き

る，

　 これ まで著者らの 研究 した微生物膜バ イオ リア ク タ
ー

シ ス テ ム は，嫌気性 リア ク ターと好気性リ ア ク タ
ー

か

ら成 り，そ れ ぞ れ に 従来廃棄物で あ っ た岩石粉砕工 程

で 生 じ る 汚泥を成型 ・焼成 し製造 した多孔性焼 結体が

充嗔 され，そ の 表面 ・一部 ・内部 に 嫌気性 と好気性の

微生物が固定化 され て い る，そ して，浄化効果 は高効

率 を示 した こ と は す で に報告 し て い る が
3団

，リ ア ク

ター運転．．Lに問題点があ っ た．即 ち，好気性 リ ア ク ター

で は好気状態にするためエ ア レ
ー

シ ョ ン を行 うが，そ

の 際，多孔質焼結体が こ すれあ い ，生 じた粉体 に よ り

流路 を塞 ぎ，運転停止 する こ とが あっ た．そ こ で ，好

気性 リア ク ター
の 固定化担体に 生 物処理 用に調製され

た ウ レ タ ン の 利用 を試 み た．ウ レ タ ン は軽 く，引張り

等の物理的強度が大き く，ク ッ シ ョ ン 性 に優れ，網 目

構造か ら構成さ れ て い る ため空隙率が高く，表面積 も

大 きい の で 微 生 物 が 固定化 しや す く，排水処 理 に 適 し

て い る．もちろ ん，多孔 質焼結体 の ような摩擦に よる

粉体の 生成 に よ る 流路 の 目詰 ま りの 心配 もない
1
・
1t

　本稿で は好気性 リ ア ク タ
ー

の 固定化担体に 多孔質焼

結体と 2種類の ウ レ タ ン 素材 を用 い ，3種類 の 固定化

担体 の 違 い に よ る 浄化効果 を比 較検討 した．

　2．実　 　験

　（1｝ 微生物膜バ イオ リア ク ター

　1＞　 固定化担体

　多孔質焼結体 ： コ ン クリ
ー

ト骨材製造時 に 生 じ た汚

泥 か ら水分を取っ た砕石汚泥脱水ケ
ーキ を脱水後 ，加

湿 ・成型し，1，120〜1，140℃ で約 35分焼成 し製造 し

た ．本研究で は ，粒径 10〜15mm ，比重 0．7〜O．8 の

多孔性 焼結体 を使用 した．多孔質焼結体 の 原料 と化学

組成 を表 1 に，物性 を表 2 に示 し た．

　樹脂発泡体 （ウ レ タ ン ）：  イ ノ ア ッ ク コ
ー

ポ レ
ー

シ ョ ン 製水処理用生物処理担体，ウ オーターフ レ ッ ク

ス AQ −3，　 AQ −4 を用 い た ．こ の 2種 の 担体をそ れ ぞ

れ 好気性 リ ア ク タ
ー

中 に 隙間 な く密に詰め て 充嗔 した．

AQ −3，　 AQ −4 の 物性 を表 3 に ，耐薬 品性 を表 4 に 示

表 L 原料 （乾燥砕石汚泥脱水ケ
ーキ） と多孔 質焼結体 の化学組成

（単 位 ：wt ％ ）

材料 水分　　Ig・loss　 SiO ，　 Al，O ，　Fe203 　 CaO　　MgO 　　SO3 　 Na 、O 　 K 、0

　 原 料　　　 20．5

多孔質焼結体

6．69L260 ．8　　　18．4　　　4．8

67．5　　　18．5　　　4．8L30 ．92

．5　　　0．12　　　1，18　　　4．10

2．8　　　0．ll　　　l．00 　　　3．60

表 2，本 シ ス テ ム に使用 した多孔質焼結体の物性

粒径
　　　　 絶乾比 重 　　表乾比 重
（mm ）

容 積 重 量

（gXcc）

実績率

（％ ）

吸水率　　 B ．S．強度

（％ ）　　 　 （tf）

10〜15　　0．70〜0．80　　0．85・− 0．95　　0．43〜0．51　　62．0〜64．0　　15．0〜17．0　　　4．O〜6．5

B．S．強度 ：IO％破砕値 （tf）．
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表 3．AQ −3，　 AQ −4 の 物性

AQ −3 AQ −4

材質

直径 （cm ）

密度 （kg／mS ）

発泡 （倍）

空孔率 （％）

真比重 （9／cm り

表面積 （m ヲm3 ＞

セ ル 径 （mm ）

引張強さ （kPa ）

ポ リ ウ レ タ ン

　 1

　 50

　 20

　 96

　 1．17

，500

　 0．42300

　 1

　 30

　 33

　 97

　 1．ll

，500

　 1．18120

III
■

1
■

5

小
　32

4

　；

Ψ

1 3 6

表 4．AQ −3，
　 AQ −4 の 耐薬品性 （重量保持率）

　　　　　　　　　　　　　　　　 俥 位 ：％ ）

　　　　 図 L 微 生物膜 バ イオ リア ク ター

1．汚濁河川水，2．嫌気性 リ ア ク タ
ーt3 ．ポ ン プ，4．好

気性 リア ク タ
ー
，5．エ アーポ ン プ，6．通過 水．

AQ −3　　 AQ −4

硝酸 〔O．1％）

水

ア ン モ ニ ァ

水酸化 ナ ト／ウ ム

次亜塩 素酸ナ トリ ウ ム （LO ％ ）

99，799
．599
，799
．959

lOO．899
．599

．510051

．4

浸 漬時間 5 時間．

した．

　2） 試料汚濁河川水

　浄化試験に用い た試料河川水は，千葉県浦安市を流

れ る 堀 江 川 の 河川水 を 用 い た ．こ の 河川周辺 は ，下水

道整備 され て い る が，下水道 と接続 して い ない 家庭か

ら ほ とん ど無処理 の 生 活雑排水がそ の まま排 出され，

河川 へ か な りの 量が流入 して い る．そ の ため ，夏期に

は 悪臭 を放 ち，周辺住民か らの苦情が多 くある ，

　河川水 の 採水 は ，毎 回，14時 から 15時の 間に行 っ

た，

　3） 装　 置

　図 1 は本研究に使用 した 装置で ある ，バ イ オ リア ク

ターシ ス テ ム は 内径 70　mm ，高 さ 400　mm の ア ク リ

ル パ イプ 2 本を シ リ コ ン チ ュ
ーブ で 直列 に接 続 した．

嫌気性リ ア ク ター
に は 多孔質焼結体を，好気性 リア ク

タ
ー

に は 多孔 質焼 結体 と 2 種類 の ウ レ タ ン AQ −3，
AQ −4 を 充嗔 し，3種類 の バ イオ リ ア ク タ

ー
シ ス テ ム

を作成 した ．ア ク リ ル パ イプの 外側 は 外套管が あ り，

恒温水 を送 っ て リ ア ク タ
ー

内の 温度を
一

定と し た ．好

気性 リア クタ
ー

はエ ア ーポ ン プで 空気を送 り，好気性

状態 と した，本シ ス テ ム は 送液ポ ン プ，好気性にする

ため の エ ア レーシ ョ ン ポ ン プ，温度制御装置 の み の 単

純な省エ ネル ギ
ー

タイプである．

　（2） 微 生物膜 バ イオ リア ク タ
ー

に よ る 浄化実験

　1）　微生物 の 固定化

　各担体へ の微生物の 固定化は，試料とする河川水中

に 汚濁成分 を資化す る 微 生 物 が多く棲 息して い る と考

え，堀江川 の 河川水 を リア クタ
ーシ ス テ ム に 約 3週 間

流 し続 けて 固定化 した．リア クタ
ー

シ ス テ ム の 運転温

度 は ，温度 の 除去率へ の 影響 を調 べ る 試験 を 除 き
，
25

℃ で 運転 した ．各固定化担体 の リア ク ター
に対する充

嗔率は 多孔 質焼結体が約 60％，AQ −3，　 AQ −4 は充嗔

した体積は約 150％ で あ る が発泡 して い る ため充嗔率

は約 70％ で あ る ．また，試料が 並列 し た 2 つ の リ ア

ク タ
ー

内 を流動 す る 時 間は，流量 200ml／h の と き，

多孔質焼結体約 6 時間，ウ レ タ ン が 約 5 時間で ある ．

　2）　水質各項目の測定

　試料河川水 と微生物膜 リ ア ク ター処理後 の 浄化水 の

水質は 以下 の 公定法 に 従 い 測定 した．

BOD ：工 業用水試験 方法 JIS　K　OIO2
COD ：工 業用水試験 方法 JIS　KO ユ02

全 リ ン ：工業用水試験方法 JISKO 工02

全窒素 ：工 業用水試験方法 JISKO102
使用 した試薬はす べ て 特級 で あ る ．

　本研究で は，微生物膜バ イオ リ ア ク ターに よ る浄化

前後の 水質項目 の 測定値で は な く，BOD ，　COD ，全

リ ン ．全窒素 の 除去率 で 考察 した ．

3、結果お よび考察

〔1） 試料河川水 の 汚濁状況

図 2 は 試料 と した河川水 の 2003年 7 月か ら 2004年
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　 図 2，試料と した河川水の BOD ・COD 経日変化

● BOD ，匚 COD ，− BOD 環 境基準値，… COD 環境基 準

値．

2 月ま で の BOD ，　 COD の 経 囗 変化 で あ る ．　 BOD

4．4〜40mg ／1，　 COD 　1．7〜32　mg 〃 と ，環境基 準値

（BOD 　10mg ／♂，　 COD 　8　mg ／〜）を大 きく超 えて い る 日

が 多い ．試料採取の 当 日，あ る い は前 日の 降雨 に よ り，

流入する水の 状況が変わ り，BOD ，　 COD の 値 に 大 き

なば らつ きが 見られた．河川 の 汚 濁指標で ある BOD

値 は 家庭雑排水 の うちの 食物成分 を含む台所 か らの 排

水が 支配 して い る ．採水時間が 14時か ら 15時で あ る

た め ，BOD 値が 小 さい ときもある が ，本デ
ー

タの

BOD 値が大 きい こ と は ，家庭 か ら の 雑排水 の 流 入 が

多 い こ と を裏付 け て い る，また 同期間 に お け る 全窒素

の 経 日変化 は ，0．7〜4．5mg ／’，平均 1．9mg ／1で ，環

境基準値 （1　mg ／l以下）を ヒ回 り，値 の 変化 が 大 き

い こ とか ら気候 などの環境変化 の 影響 を受 けやす い と

考えられる，また全 リ ン は ，0．3〜3．2mg ／1，平均 O．8

mg ／’で ほ とん ど環境基準値 （工mg ／’） を下 回 っ て い

た ，

　〔2） 固定化担体 の 違い と BOD 除去率

　図 3 は 嫌気性 リア ク ター
の 担体を多孔質焼結体 と し，

好気性 リア ク タ ー
の 固定化担体を多孔質焼結体と 2 種

類 の ウ レ タ ン AQ −3，　 AQ −4 を用い ，岡定化単体の 違

い と，リア ク タ
ー

流量 の 違 い による BOD 除去率へ の

影響を示 した，

　多孔 質焼結体 は 流量 IO9〜260　ml ／h ま で は BOD 除

去率 93〜98％ を示 し たが ，それ以上 に なる と 急激 に

除去率は低下 した，AQ −3 は流量 110〜260　mYh まで

は BOD 除去率 92〜95％ で ，それ以上 に なる と 除去率

は低下 し た．AQ −4 の BOD 除去率は AQ −3 より低 く，
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図 3．流量 と 固定化担体 の 違 い に よ る BOD 除去率へ

　　　の 影響

△ 多孔質焼結体，◇ AQ −3，□ AQ −4．

表 5，3種の固定化担体の 細孔径

　　　　　　　　　　　　　（単位 ：
μ
m ）

多孔質焼結体

　 AQ −3

　 AQ −4

10〜50200
〜300

500〜600

流量 と と もに徐 々 に低下 した ，食物成分を含む河川 水

の 浄化は，多孔質焼結体を用 い た本 リア ク タ
ー

シ ス テ

ム は 極め て 有 効 で あ る こ と は す で に 報告 し て い る

が
31・4 ）

，AQ −3 の 場合 も同 じように浄化効 率 が 高い こ

とを示 して い る ，多孔 質焼結体 で は，流量 が 250ml ／

h を超え る と急激 に 除去率が低 ドして い る が
，

AQ −3

に はそれが見られず徐 々 に 除去率が低下 して い る．こ

れ は ，多孔質焼結体は多孔質で あ る が，そ の 細孔 は ，

極 め て 小 さ く，こ の 細孔中に微生物が必ずしも固定化

さ れ て い ない ．その た め ，流量が大 きくなる と，表面

に だ け微 生 物 が 固定 し て い る 多孔質焼結体 で は，

BOD 成分 を含 む汚濁水 と の 接触時間が 短くな り急激

に 除去率が低下す る と 考えられ る．表 5 は ，3 種の 固

定化担体 の 細孔径 を 示 した．

　
一

方，20倍発泡 した AQ −3 は ，微 生物 が 成育す る

適度な空 間があ り，ウ レ タ ン 内部 まで微生物が 固定化

され て い る と考えられ る．その ため，流量 が 大 きくな っ

て も汚濁水が ウ レ タ ン の 内部を通 り抜 けるの で 微生物

との 接触時間が 短 くな る が ，BOD 除去率 は 急 激 に 低

下す る こ と な く，徐 々 に低下 して い くと考え られ る．

AQ −3 と AQ −4 の 除去率の 違い は発泡率に あ る．20 倍

と 33倍で表面積は AQ −4 の 発泡率が高 い ため ウ レ タ

ン の 空隙が大 きく，微生物が 固定化する た め の 表面積
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が AQ −3 に 比 べ 小 さく，微 生物 固定化量 も小 さ くなる

と考え ら れ る．

　（3｝ 固定化担体 の 違い と COD 除去率

　図 4 は，固定化担体が異なる ときの リアクタ
ー流量

に よ る COD 除去率へ の 影響 を示 した，多孔質焼結体

は 流量 109〜312ml／h まで は COD 除去率は 68〜78％

の 範囲 にあ り 316ml／h 以上 で BOD の 除去率の 場合

と 同様に 急激 に低下 した． AQ −3の COD 除去率は多

孔質焼結体 と比べ る と約 10％低 く，流量 と共 に徐 々

に低下 した． AQ −4 は AQ −3 に 比 べ さら に低 く，160

mL ／h 以 ヒで 急激 に 低 下 し た ．3 つ の 固定化担体 の

COD 除去率 は ，　 BOD 除去率 と比 べ るとい ずれも低 い ．

それ は採水 した河川水 に は，家庭雑排水 が多 い た め ，

河 J［i水に は ，BOD に影響する成分を分解する微生物

が多 く棲息 し，固定化さ れ た微生物 も同様 と考えられ

る ．COD 除去 率が 低 い の は COD に 影響す る 成分は

微生物で は分解 しに くい ．そ の ため COD 除去率を上

げるに は活性炭 の 活用が効 果的 で あ る との 報告が あ

る ω ．

　固定化担体の違い に よ る COD 除去率 の 差 は，固定

化担体の 水に対する性質の 違い が COD に影響す る 成

分を資化する微生物 の 固定化 に影響 して い る と考えら

れ る．多孔質焼結体 の 表面 は 無数 の 細孔があ り，長時

間河川水 と接触 し て い る と，親水性 が増 し COD に影

響す る 成分 を分解す る微生物が棲息 しや す くな る．一

方，ウ レ タ ン は 本来，疎水性 で あ り，微 生物は多孔質

焼結体 に 比 べ 固定化 され に くい と考え られ る ．

　多孔質焼結体の表面は無数の 細孔があ り，長時間河

川水 と接触 して い る と，親水性が増 し，微生 物が棲息

しやす くなる．一
方，ウ レ タ ン は本来，疎水性で あ り，

微生物は多孔質焼結体に 比べ 固定化 され に くい と考え

られ る ．

　  　固定化担体 の 違い と全 リ ン，全窒素除去率

　図 5，6 は ，固定化担体が異 な る ときの リア ク タ ー

流量 に よる 全 リ ン，全窒素除去率へ の 影響を示 した．

BOD ，　 COD 除去率と比べ る と，3担体 とも全 リ ン ，

全窒素 の 除去率 は 高 くない ．全 リ ン の 除去率は
， 3 担

体 とも流量 140　ml ／h の とき，同程度 の 約 45％程 度 で

あ り，除去率へ の 流量 の影響 も流量 と共に低下 する傾

向は ほ ぼ同じ変化で あ っ た．全窒素の 除去率は，多孔

質焼結体よ りウ レ タ ン AQ −3，　 AQ −4 の 方が 高か っ た．

試料 と して採水 した 堀江川 の 2003年 7 月か ら 2004年

2 月 まで の 全 リ ン の 平均 は 0．8mg ／1，全 窒素 は 1．9
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図 5．

　　　の影響

△ 多孔 質焼 結 体，◇ AQ −3，匚 AQ −4．
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流量 と固定化担体の 違い に よ る 全 リ ン 除去率 へ
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図 4。流量 と固定化担体 の 違 い に よ る COD 除去率へ 　　図 6，流量 と 固定化担体 の 違 い に よる 全窒素除去率へ

　　　の 影響

△ 多孔質焼 結体，◇ AQ −3．□ AQ −4．
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　　　の 影響
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mg ／1 とそれ ほ ど高 くはな く，河川中 に は こ れ ら汚濁

物質を資化する微生物があ ま り多 く棲息 して い ない と

考えられる．

　（5） リア クタ
ー

運転温度 と除去率

　微生物 の 活動 は棲息す る 水 の 温度 で 影響 を受ける ．

そ の た め汚濁成分の 資化の程度に も影響が見 られるか

を検討 した．図 7〜図 10は流量 ユ60ml／h，リア ク ター

温度 25〜40℃ に お け る BOD ，　 COD ，全 リ ン，全窒素

の 除去率 を示 した，BOD 以外の COD ，全 リ ン，全窒

素の 除去率は各担体 とも 30℃ また は 35℃以 上 に な る

と低 ドし た，こ れ は ，30℃ また は 35℃ まで は 固定化

し た微生物は活発に活動す る が，それ以上 に なる と微

生 物 が 棲息す る に は水温 が高す ぎ，資化作 用 も低 下 す

る と考えられ る，全窒素除去率へ の温度に よ る影響の

パ タ ーン は全リ ン へ の影響と同じで あ っ た ．図 9，10

の 全 リン ，全窒素の場合，多孔質焼結体で は，30℃を

超 え る と 除去率に大 きな低下 が あ っ た が ，ウ レ タ ン に

はそれが見られ なか っ た．こ れは，微生物が多孔 質焼

結体は，担体表面近 くに 固定化 して い る の に対 し，ウ

レ タ ン は，内部の 多数 の 穴に多く固定化 して い る た め

と考え ら れ る ．

　  　3種の 固定化担体に 固定された微生物

　表 6 は，3種 の 固定化担体 に固定化され ，同定 さ れ

た微生物名を示 した．3種の 担体 に固定化され た微生

物 は 同 じで あ っ た．担体 の 違 い に よ る 固定化量の 差は

各担体か ら固定化さ れ た微生物 をうま く採取で きず，

求 め られなか っ た ．棲息微生物か ら，嫌気性リア クタ
ー

は空気を遮断して い て も ， 河川水 に酸素 が溶存 して い

100

80

860
褂

鋲 4D

20

　 　 0

　 　 　 20　　　　　　25　　　　　　30　　　　　　35　　　　　　40　　　　　　45

　　　　　　　　　　　 温 度（℃ ）

図 7．温度 と 固定化担体 の 違い に よ る BOD 除去率へ

　　　の 影響

△ 多孔質焼結体，◇ AQ −3，□ AQ −4，流 量 160　ml ／h．
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図 9．温度と 固定化担体 の 違 い に よ る 全 リ ン 除去率へ

　　　の 影響

△ 多孔質焼結体，◇ AQ −3，囗 AQ −4，流 量 160　ml 〆h，
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図 8．温度 と固定化担体の違 い に よる COD 除去率へ

　　　の 影響

△ 多孔質焼結体，◇ AQ −3，□ AQ −4，流量 160　m レh．
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図 10．温度 と固定化担体の 違い に よる全窒素 除去率

　　　 へ の 影響

△ 多孔質焼 結体 ◇ AQ −3，ロ AQ −4，流 量 160　ml ／h．
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表 6．固定化された微生物
一

覧

好気性 嫌気性

（細菌類｝

鉄細菌類

　GaUionella　sp ．

　ムeptothrix 　orch 厂acea

分離不能種

十　

十

十

十 十 十

十

（藻 類 ）

藍 藻 類

　Anahaena　SPP ．

　HomoeOthri／anthina

　 OsciUatoni　SPP ．

　Phormidium　SPP ．

緑 藻 類

　Dictyospaerium　sp ．

　 （：oetast 厂κm 　sp ．

　 Ankistrodesmus

分 離 不 能 種

十 十 十

十 十

十 十

　 十

十

十

十

十

十 十 十

十 十

十 十

　 十

十

十

（珪 藻類 ）

Achanthes

A ．minutiti ∬ ima

A．SPP ．

　Cymhella　ventricosa

Navicula　puputa

Nav．　SPP ．

Nitzschia　palea

Nit．　SPP ．

十 十 十

　 十

　 十

　 十

　 十

十 十

十 十 十

十 十

十 十 十

　 十

　 十

　 十

　 十

十 十

十 十 十

十 十

　4．結　　論

　3種 の 固定化担体 に よ る浄化効果 を検討 した が ，B

OD ，
　 COD 除去 率 は多孔 質焼結体が最 も高 く，次 に

AQ −3，そ して AQ −4 で あ っ た．全 リ ン ，全窒素除去

率は 3 担体に ほ と ん ど差が な か っ た ，BOD ，　COD 除

去に 関 し て，AQ −3 は多孔質焼結体 と若干 の 差があ る

もの の 同 じ ように使用 で きる こ と が わ か っ た ．ウ レ タ

ン の 固定化担体は
， 発泡 の 程度が小 さい AQ −3 は発泡

したときに で きる穴が小 さ く，多数あるの で表面積が

大 きくな り，発泡の程度が 大きい AQ −4 は，発泡 して

で きる穴が 大き くな る た め 表面積が 小 さくなり，微 生

物の 固定化量に差が で きる もの と考え られ る．こ の 結

果 よ り， 多孔質焼結体 の 代 わ りに AQ −3 を用 い れ ば ，

流路 を塞 ぐこ とな くリア ク タ
ー

シ ス テ ム を順調に 運転

で き汚濁水を浄化で きる こ とが わか っ た．

　さ ら に ，本 シ ス テ ム は運 転上 の 面倒 な操作がない の

で各家庭 の 排水 マ ス に 本 シ ス テ ム を設置すれ ば 生活雑

排水の 浄化 に 非常 に 有効で あ る と考え る．

合計 19種 16種

＋ ＋ ＋ ：多量 に 出現 した 種，＋ ＋ ；出 現 した種，＋ ：少

量 に 出 現 した 種，一
：未出 現 した 種．〜

sp ．： 1 種，
〜

SPP ．：　2 種．

る の で完全な嫌気性 で は な く，

る こ と を 本研究 で 確認 で きた，

む しろ 貧酸素状態 で あ
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